
当社は、1967（昭和42）年５月、私と弟を含めて５名
で、「向井自動車商会」として当地鈴鹿市において創
業したのが始まりです。私は、もともと熊野市出身で、父
は林業を営んでいました。私自身、モータースポーツが
大好きで、名古屋に来て働いている傍ら、バイクレース
に参加するため鈴鹿サーキットに通っていました。もち
ろん、レース用のバイクは自作でメンテナンスも手掛け
ていました。レースでは優勝することもありましたが、
モータースポーツのメッカであるヨーロッパでの活躍の
夢は実現することはできませんでした。このような経験
をして、また父が事業をしていたこともあり、自分も是非
自動車関連の分野で事業家を目指そうと決めたのが
24歳の時でした。
私は、鈴鹿サーキットに通っていてホンダスピリッツに

も共感していましたので、創業時ホンダ車のディーラー
権を取得したかったのですが、24歳で独身ということも
あったのでしょうか、お願いに行きましたがお断りされま
した。そのようなこともあり、自動車整備を中心にニッサ

ン系列の地区サブディーラーとして、ニッサン「サニー」
車などの販売で本格的に事業をスタートさせました。
ところが、その翌年に本田技研工業の方が当社を
訪問され、当社の事業進捗を１年間見ていて、今のホ
ンダディーラーにないユニークな取組をしているので、
ホンダ車を販売しないかとのお話をいただきました。ちょ
うどニッサン車の販売も軌道に乗りかけたところでした
が、ホンダ車を取り扱いたいとの創業よりの想いから、
お世話になったニッサンディーラー三重の創業社長に
素直にお詫びし、1968年末にホンダ車ディーラーとして
新たにスタートしました。

高度経済成長期のモータリゼーションの波に
乗って業容は順調に拡大していきました。1977年
には株式会社に組織変更するとともに、1978年に
はホンダ車の新販売網の㈱ホンダベルノ三重北を
新たに設立しました。さらに1985年には、新たなホ
ンダ販売網が加わって、当社は社名を㈱ホンダクリオ
三重北と改称し、ベルノ・クリオの2社体制としました。

平成に入り、国際的に自動車貿易摩擦が起こる
なか、当社もホンダ系ディーラーとして海外メーカー
車の販売協力のため、1998年４月に世界No .1の
ＧＭ社、欧州No.1のＶＷ社のディーラー権を取得
し輸入車の販売を手掛けるとともに、中古車販売
やカー用品販売などを集めた自動車販売の複合
体という日本初のコンセプトの店舗群「鈴鹿オート
モール」を開設し、その運営会社として2004年に
㈱オートモールがスタートしました。
その後も、自動車業界を取り巻く環境変化に迅
速に対応していき、20 0 2年にホンダベルノ三重
北・ホンダクリオ三重北を合併し、社名を㈱ホンダ
四輪販売三重北に改称しました。また、2006年に
は、ホンダ国内販売３系列が１系列に統合された
のを契機に、屋号をホンダカーズ三重北とし、店舗
も「ホンダカーズ店」に統一しました。
一方、環境問題への関心が高まるなか、2004年
に行政の後押しもあり地元企業等が出資する「協
同組合三重オートリサイクルセンター」の理事長に
就任し、2009年４月には組織変更を行い、㈱マーク･
コーポレーション、屋号「鈴鹿オートリサイクルセン
ター」といたしました。合わせて、リサイクル車入庫支
援のために、車買取センター「POINT⑤（ファイブ）」
店を立ち上げました。
このように当社は、川上の新車販売から川中の
中古車販売、川下の車買取・リサイクル事業まで、
自動車流通のバリューチェーンが他社にはない特
長であり強みとなっており、その強みをさらに強固
にするため、グループ３社の持株会社として2009

年10月にＩＣＤＡホールディングスを設立しました。
ＩＣＤＡとは、Internat iona l  Cong lomerate  o f  
D i s t r ibu t i on  Automob i l eの略で、「自動車に
関わる国際的流通複合企業体」を意味しています。
お陰様で、グループ企業は現在、①㈱ホンダ四
輪販売三重北が、ホンダディーラーの地場資本
750法人中全国４位、②ドイツメーカー３ブランドを
取り扱っている㈱オートモールが、三重県輸入車
ディーラー１位、全国1 8位、③㈱マーク・コーポ
レーションが、リユースパーツを国内全域に販売す
るほか、世界10ヵ国に輸出している状況です。

私が（社）日本自動車販売協会連合会の常任理
事の仕事に６年間携わっていた時、国内の自動車業
界、世界の自動車のあるべき姿を学ぶことができまし
た。今でも忘れることができないのが、1993年７月から
２年余りにわたって行われた日米包括経済協議にお
ける自動車交渉の時のことです。私は日本メンバーの
一員となり、アメリカ側との交渉に臨みました。私が良
い商品を安く提供して、アメリカの国民に喜んでもらえ
ることはいいことではないかと交渉の席で言ったら、ア
メリカ側は「unfair！」であると強い調子で言い、それは
アメリカの国富を取り上げたり、雇用を取り上げたりす
るとともに、日本のディーラーはメーカーの支配下に
あって、外国車を取り扱うことに対して制限をしている
のではないかという主張を繰り広げました。このような
背景もあり、私自身は、お客様が支持して頂けるならば

新車・輸入車販売から、中古車販売、車買取・自動車リサイクルまで、グループ３社を傘下に
自動車流通における先進的なビジネスモデルを構築し、バリューチェーンビジネスで発展を遂
げる、ＩＣＤＡホールディングス株式会社のＣＥＯ 向井 弘光氏にお話を伺いました。

はじめに、創業時の経緯についてお聞かせいただ
けますでしょうか。

その後、貴社ではどのようにして、業容を拡大して
こられたのですか。

様々な事業に取り組んでこられたなかで、大きな
転機となったことはどのようなことですか。

経営者に聞く
I N T E R V I E W

ＩＣＤＡホールディングス株式会社　
　　ＣＥＯ（最高経営責任者） 向井 弘光氏

三重銀行 専務取締役　野村 伸二
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外国車の取扱も可能であると考え、マーケティング
調査などを行った結果、この取組みは成功すると判
断し、1998年、先の日本初の鈴鹿オートモールを開
設しました。当時、日本のディーラーが外国車を取り
扱ったということで、全国各地のディーラーやマスコ
ミ各社、大手海外自動車メーカーまでも視察、取材に
訪れました。そういう意味では、会社全体が非常に
エキサイティングな時でもありました。

まず、当社の経営理念は、「自動車流通事業を通し
て、社会に必要とされる事業を構築し、オンリーワン・バ
リューチェーンビジネスの革新を実現し、ＣＳ・ＥＳ・ＣＳＲ
のベスト経営を目指す」というものです。つまり、自動車
流通ビジネスにおけるモビリティの販売・サポートにおい
て、お客様の期待の変化に対して本質を深く理解し、
付加価値を最大化していくということです。その一環とし
て、ＣＳ活動では、お客様に次回も選んで頂ける会社を
目指す活動、ＥＳ（Employee‒Satisfaction）活動で
は、社員一人ひとりが志事（しごと）が厳しくても、日々
やりがいがあり夢のある全員参画経営の実現、ＣＳＲ
活動では、適正利益経営のもとで、社会に貢献するこ
とを掲げています。　
また、経営戦略においては、グループ全社員に対し
て当社独自の経営品質向上プログラムを活用して、
①創造を生み出す「組織価値観」、②お客様への提
供価値の進化を目指す「顧客認識」、③ボーダーレス

な競争環境を理解する「競争認識」、④人材開発・育
成の「経営資源認識」、⑤カーライフプロ集団として
の新たな価値提供などを行う「変革認識」の５項目を
重点的に実践しています。

私自身夢のあることを考えるのが大好きで、それが
高じて、会社の将来の姿を描いた社員手帳を30年前
から作って、社員全員に渡しています。そこには、５年
後の会社はこうあるべきで、会社は５年間でどういう
形、過程で成長していくかという内容を盛り込んでおり
ますし、会社はこれだけ成長するから、あなた自身はど
のように成長するのかということを書いてもらうようにし
ています。つまり、新入社員で入社してきて社長になる
までの心構えがすべてこの手帳に凝縮して入ってい
ます。このようにして、社員には困ったら社員手帳を見
てもらうよう徹底しています。
さらに、折をみて、私自身を含め経営幹部が各店舗
に行き、会社の思いとか、会社はこのように成長する
から、社員にも５年間でさらに成長して欲しい思いを
説明し、その成果を強く求めていきます。そういう意味
でも、今後人材育成には一層力を入れていきます。具
体的には、今後、本社近くに研修センターを建設し、
異業種の外部講師なども招き入れて、日本の自動車
流通に風穴を開ける企業にしていくという気概で、人
材育成には最優先で取り組んでいきたいと考えてい
ます。
また、これはグループ全体の経営管理とも連動する

のですが、監査機能を強化し、
ベテランのスタッフに各店舗の
実態やコンプライアンス、若手
の社員教育などに関する業務
監査レポートを定期的に提出
してもらっています。そのレポー
トがとても充実していて、経営
戦略や人材育成を進めていく
うえで大変役立っています。

私が考えるこれからのモビリティの世界というのは、
内燃機関など駆動する部分は電気などが普及、拡大
していくと見ていますが、「車が四輪で道路を走る」とい
うことは今後も変わらないというものです。その際求めら
れるのは、止まる、曲がる、長距離を走る、安全に運転
できる、などのドライバビリティと呼ばれる車自体の運転
性能の巧拙です。今後、ショッピングセンターや家電販
売店など様々な販売場所で車が売られることになって
いくと予想されますが、そのドライバビリティの本質を分
かっていなければ、お客様も安心して購入できません。
その点、当社は自動車販売のプロとしてそうしたドライ
バビリティをお客様にきちんとお伝えして販売できる強
みがあります。
若者の車離れも、各家庭の家電製品とほぼ同様の

車の普及率を考えると、現実を受け入れざるを得ませ
ん。しかし、東日本大震災で改めて重要性が認識され
た車の社会インフラを見ると、悲観的に受け止めていま
せん。実際、人口が20～30万人の都市エリアはすべて
車社会で車がないと生活できません。そのように考える
と、車は、衣・食・住・動の中で、携帯電話と同様、「動」
に位置し、いわゆるライフラインともなっているのです。
従って、当社の営業エリアの実情を丁寧に把握してい
けば、まだまだ若者の車に対する潜在的なニーズはある
と考えています。

リサイクル事業のマーク・コーポレーションの「マーク」
は、「Mie Advanced（先進的な）Recycle Center」
の頭文字をとったものです。これは、環境配慮における
３Ｒの考えを表した「『ゆりかご』から『ゆりかご』へ」の
理念のもと、リサイクル事業においても先進的な取組み
を行いたいとの思いから命名したものです。例えば、従
業員にもやさしい最新鋭設備を導入し、リサイクル工場
とは思えない清潔な作業環境を整えています。今では、
自動車リサイクル法の「全部再資源化事業者」の認定
を取得しており、2010年３月に累計処理台数37000台
を達成しています。さらに、正面玄関にはショールームを
設け、環境啓蒙活動の一環として見学者の受け入れ
にも積極的に協力しており、県内外、さらには海外も含
めて年間約2000名の方が見学に訪れてくれています。

やはり、事業家としてお客様に支持されることで、い
つもワクワク感があります。これからも自分が大好きなモ
ビリティの世界で、若い人たちと一緒になって世の中に
貢献できる会社にしていければと思います。そのようなビ
ジネスストーリーを考えるだけでも、ワクワクしてきます。
モビリティビジネスの夢を追い続けることが、まさに私の
夢ですね。

文責　先浦 宏紀
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㈱ホンダ四輪販売三重北、㈱オートモール、㈱マーク・
コーポレーションの持株会社
190億円（2011年3月期、グループ全体）
400名（グループ全体）
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県内最多級の展示台数の鈴鹿道伯店（ホンダカーズ三重北）

最後に、ご自身の夢や日頃お考えになられている
ことをお聞かせ下さい。

環境問題に対しての積極的な取り組みはリサイク
ル事業に現れていますね。

次世代自動車や若者の自動車離れなど、自動車
業界を取り巻く環境は目まぐるしく変化しています
が、今後の業界展望はいかがでしょうか。

最近では、新たな飛躍の一環として、持株会社を
設立されましたが、その経営理念やグループの相
乗効果を狙う経営戦略のポイントを教えて下さい。

非常に多岐にわたる項目ですが、実践にあたって
工夫しておられることはどのようなことですか。

従業員に負担を掛けない最新設備を導入（マーク・コーポレーション）

出店 出店

I C D A グループ

自動車に関わる国際的流通複合企業体

カーファイナンス事業部

CSR事業 低炭素社会への貢献事業
自動車リサイクル事業

国内最大級の自動車リサイクルセンター
（屋号）鈴鹿オートリサイクルセンター

自動車の街づくり
（オートモール）
四日市1・鈴鹿2・津1

〈桑名市陽だまりの丘にOPEN予定〉

中古車事業（展示台数200台以上店舗）新車事業（マルチ正規ディーラー）

新車デボックス（品質・物流強化）

新車デボックス（カスタマイズ車の製作）

リユースパーツの販売

国内全地域・海外１０ヶ国以上

（屋号）ホンダカーズ三重北　10店
（屋号）VW鈴鹿・四日市　　　2店
（屋号）Audi三重 四日市・津　2店
（屋号）ポルシェセンター鈴鹿　1店

（屋号）ホンダオートテラス鈴鹿　1店

中古車買取・低価格中古車直販事業

事故車買取事業

大手損害保険会社

中古車本部…中古車デボックス（商品化・仕訳）

POINT⑤羽津・日永・鈴鹿・津（屋号）事業

（屋号）ヴァーサス四日市日永　　1店
（屋号）ヴァーサス四日市東I.C.　　1店
（屋号）ヴァーサス鈴鹿　　　　　1店
（屋号）ヴァーサス津　　　　　　1店

レンタ・リース事業部

㈱ホンダ四輪販売三重北（屋号 ホンダカーズ三重北）／㈱オートモール
㈱マーク・コーポレーション（屋号 鈴鹿オートリサイクルセンター）
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外国車の取扱も可能であると考え、マーケティング
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リューチェーンビジネスの革新を実現し、ＣＳ・ＥＳ・ＣＳＲ
のベスト経営を目指す」というものです。つまり、自動車
流通ビジネスにおけるモビリティの販売・サポートにおい
て、お客様の期待の変化に対して本質を深く理解し、
付加価値を最大化していくということです。その一環とし
て、ＣＳ活動では、お客様に次回も選んで頂ける会社を
目指す活動、ＥＳ（Employee‒Satisfaction）活動で
は、社員一人ひとりが志事（しごと）が厳しくても、日々
やりがいがあり夢のある全員参画経営の実現、ＣＳＲ
活動では、適正利益経営のもとで、社会に貢献するこ
とを掲げています。　
また、経営戦略においては、グループ全社員に対し
て当社独自の経営品質向上プログラムを活用して、
①創造を生み出す「組織価値観」、②お客様への提
供価値の進化を目指す「顧客認識」、③ボーダーレス

な競争環境を理解する「競争認識」、④人材開発・育
成の「経営資源認識」、⑤カーライフプロ集団として
の新たな価値提供などを行う「変革認識」の５項目を
重点的に実践しています。
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から作って、社員全員に渡しています。そこには、５年
後の会社はこうあるべきで、会社は５年間でどういう
形、過程で成長していくかという内容を盛り込んでおり
ますし、会社はこれだけ成長するから、あなた自身はど
のように成長するのかということを書いてもらうようにし
ています。つまり、新入社員で入社してきて社長になる
までの心構えがすべてこの手帳に凝縮して入ってい
ます。このようにして、社員には困ったら社員手帳を見
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さらに、折をみて、私自身を含め経営幹部が各店舗
に行き、会社の思いとか、会社はこのように成長する
から、社員にも５年間でさらに成長して欲しい思いを
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また、これはグループ全体の経営管理とも連動する

のですが、監査機能を強化し、
ベテランのスタッフに各店舗の
実態やコンプライアンス、若手
の社員教育などに関する業務
監査レポートを定期的に提出
してもらっています。そのレポー
トがとても充実していて、経営
戦略や人材育成を進めていく
うえで大変役立っています。

私が考えるこれからのモビリティの世界というのは、
内燃機関など駆動する部分は電気などが普及、拡大
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